
     ※各項目の割合は、各項目の有効回答数に基づく

1 調査対象被疑者（203名：男118名、女85名）の概要
本調査の対象被疑者数は、少年54人（男39人，女15人）、成人83人（男52人，女31人）、
高齢者66人（男27人、女39人）である。  
※高齢者とは、65歳以上の者をいう。

2 犯行態様等
(1) 犯行場所

成人、高齢者は「スーパー」が7割以上、少年は「古物店」や「コンビニ」が多い。

(2) 犯行時間帯
 ･少年については、下校時刻である15時～18時が最も多い。
 ･高齢者は、日中が多い。

(3) 目的物 ※複数回答あり
少年は、食料品が5.5％である。これに対して、成人は約6割、高齢者は約7割と
高い割合になっている。

万引き実態調査結果
◎調査期間　平成23年2月1日～4月30日までの3ヶ月間において検挙した被疑者に任意で実施



(4) 万引きの手口
 ･すべての年代で、「バッグに隠す」と回答した者の割合が最も高い。
 ･商品を着用してそのまま店外へ出るという手口は、少年にしか見られなかった。
 ･カート･カゴごと商品を持ち出すという手口は、高齢者に多い。
 ･少年は「リュックに隠す」が、成人、高齢者は「ポケットに隠す」が多い。

　　　　

(5) 共犯者（少年のみ）
共犯者の大半が「学校の仲間」である。

 

(6) 被害額
少年は被害額が高額、高齢者は、2000円未満が7割以上を占めている。

(7) 犯行時所持金　(「有り」の場合、代金を支払わなかった理由) ※複数回答あり
 ･「有り」が83.3％、「無し」が16.7％である。
 ･高齢者は、「使いたくない」という理由で代金を支払わなかった者が約8割を占める。



3 犯行動機等
(1) 犯行動機

 ･少年は、「欲しかった」と回答する者の割合が最も高い。
 ･成人は、「生活に困っていた」、高齢者は、「孤独だったから」という回答が特徴的。

(2) 何故その店を選んだか ※複数回答あり
全体では、近所で、店員が少ないなど目が行き届いていない店を選ぶ傾向がある。

(3) 何故その時間に犯行に及んだか ※複数回答あり
すべての年代で「いつも買い物をする時間」という理由が多い。

(4) 防犯カメラに関する認識等
 ･少年の約54％、成人の約28％、高齢者の約20％が「カメラの認識有り」と回答している。
 ･年代が下がる程、防犯カメラを避けようとする傾向がある。



(5) 店員（警備員）に捕まった時の心情
各年代において大きな差は見られないが、高齢者において「逃げようと思った」という
回答は見られなかった。

(6) 万引きした品物をどうするつもりだったか
自己消費195件(96.1％)、友人への譲渡5件（2.5％）、売却1件(0.5％)、その他2件であり、
ほとんどの者が自己消費目的の万引きである。

(7) 警察が店に対し、万引き被害を全て警察に届け出るよう依頼しているのを知っていたか
少年は、他の年代より「知っていた」と回答する割合が高い。

(8) 検挙後の処分について
処分の内容によらず、「厳しく受け止めて後悔した」と回答した者の割合が最も高かった。

(9) こうされたら万引きを断念したと思われること ※複数回答あり
 ･すべての年代で「店員から声をかけられたら」の割合が最も高くなっている。
 ･少年については、「友人が止めたら」が比較的多い。



4 生活環境等
(1) 家族環境等 ※複数回答あり

 ･少年の約72%が相談相手有りと回答し、成人の48%、高齢者の53%が、無し。
 ･一番の相談相手として少年は友人を、成人・高齢者は配偶者などの家族をあげている。

　【少年】     　【成人】         【高齢者】

(2) 心の支えになっているものは何か ※複数回答あり
すべての年代で「家族」と回答する者の割合が最も高い。

(3) グループ活動の有無
成人は、グループ活動を行う割合が低い。

【成人】

(4) 収入（成人・高齢者のみ）
成人は、「収入無し」の割合が高い。

(5) 生活実態
 ･「困窮」または「やや困窮」している者は、成人62.2％、高齢者44.0％である。
 ･特に成人は困窮している者の割合が高い。

【少年】 　【高齢者】



5 規範意識等
(1) 万引きは窃盗罪で、罰金や懲役刑があると知っていたか

すべての年代で「知っていた」と回答する者の割合が高く、特に少年においては約8割の者が
万引きの刑罰について認識した上で犯行に及んでいる。

(2) 万引き行為に対する規範意識 ※複数回答あり

(3) 万引きが犯罪だと教えられたことがあるか ※複数回答あり
 ･教えられたことがある者は、少年96.8％、成人94.9％、高齢者82.3％であった。
 ･少年は、「学校」や「家庭」での教育効果が高い。
 ･成人、高齢者は「テレビ等」のメディアの効果が高い。

(4) 警察に検挙されたことについてどう思うか ※複数回答あり
すべての年代で「捕まって良かった」と回答する者の割合が最も高くなっている。



(5) 初めて万引きした年齢
「50代」が最も多く、次いで「10代」「40代」である。

(6) 過去に万引きをして見つからなかったことが有るか。また、有る場合はその時の印象
「有り」と回答した者の半数以上が「またしよう」と思っている。

6 少年のみに関する質問
(1) 小遣いの額（就労していると回答した者は無し）

(2) 小遣いの使い道 ※複数回答あり

(3) 保護者の日頃の子どもに対する接し方（外円）と万引き発覚時の対応（内円）
 ･日頃の接し方は、「普通」の割合が高い。
 ･万引き発覚時の対応は「厳しくしかられた」と
　回答する者の割合が高い一方で、万引きが発覚
　しても「何も言わない」親が15.6％である。


